
（20）

���������	���

Contents

②丸子町青年模擬議会開催

④国民健康保険制度

⑧介護保険制度

⑩町の話題（町功労者表彰式）

⑮男女共同参画社会づくり

⑭平成１３年度上半期予算の執行状況

⑯遠くより近くを

The Citizen Charter

�緑あふれる郷土を愛し、豊かな町を
つくりましょう。
�仕事に励み、伸びゆく産業の町をつ
くりましょう。
�平和を愛し、心のふれあう楽しい町
をつくりましょう。
�教養を深め、香り高い文化の町をつ
くりましょう。
�健康で幸せを願い、希望に満ちた町
をつくりましょう。

                                  11月1日現在
Data

●人口             男　12,364（－18）
                      女　13,038（－12）
                総　数　25,402（－30）
                世帯数　 8,887（－ 3）

Opinion

Eメール：office@maruko-town.ne.jp
ホームページ
http://www.maruko-town.ne.jp
iモード用ホームページ
http://www.maruko-town.ne.jp/i
町長室専用ファックス（町づくりアクティブライン）
Fax 0268－42－3388
毎月15日は町長との対話サロン
【問】�0268－42－1011　企画課情報係

■編集・発行■
丸子町役場企画課情報係
〒386-0492
長野県小県郡丸子町大字上丸子1612
　 � 0268－42－1011
Fax 0268－43－3666
■印刷■さいとう印刷

●広報に掲載した写真差し上げます。
　丸子町役場企画課情報係まで

平成13年

��
もくじ

№496

町民
憲章

データ

提案
意見

����

�����
●新世紀まちづくり会議
　今月の表紙は、１０月２５日に

丸子中学校で行われた「中学

生との新世紀まちづくり会議

（模擬議会）」で質疑の様子、

右の写真は１８日に北中学校で

行われた同会議で、発言を待

つ生徒たちのひとコマです。

２１世紀を担う中学生の声を町

政に取り入れようと企画され

たこの会議、各クラスの生徒

の代表が、町長に質疑をする

という議会形式で行われまし

た。発言をする生徒たちもさ

ることながら、議事を進行す

る議長役の生徒や、会議記録をまとめる書記の生徒たちも活躍。「難し

い言葉があったりして大変」と言いながらも、一生懸命ペンを走らせ

ていました。

●シャコバサボテン
・蝦蛄葉仙人掌

・クリスマスカクタス

　ブラジル原産でサボテン科

の多年生・多肉植物です。明

治初年に日本に渡来し鉢植と

して栽培されます。緑色の扁

平な葉のように見える枝が鎖

状になって連なり、各枝の先

端に淡紅色の花をつけます。

花の少ないクリスマスの頃咲くので喜ばれ、クリスマスカクタスと呼

ばれます。

　似た種に、カニバサボテンがありますが、この方は早春２～３月頃咲

きます。この仲間はメキシコからブラジルにかけて多く、熱帯樹林の

樹上に着生していたものを改良したのです。葉状茎が 蝦蛄 に似ている
し ゃ こ

のでこの名があります。

　『シャコサボテン 繚乱 と 垂 れ年暮るる』　風生
りょうらん た

大豆油インクを使用しています。 古紙100％再生紙を使用しています。丸子町は環境ISO１４００１を取得しています。
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　そんな思いから、１０月２８日、丸子町青年模擬議会を召集しました。この呼びかけに、町内在住・
在勤の１０代から３０代までの若い人たちが集まり、日ごろ思っている町政への疑問や要望を議会の場
で伝えました。
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ご
ろ
な
か
な
か
町
政
に
か
か

わ
る
機
会
が
少
な
い
若
い
世

代
の
人
た
ち
に
、
町
政
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
若
い

世
代
の
意
見
や
要
望
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
今
回
の

青
年
模
擬
議
会
は
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
町
内
在
住
、

在
勤
の
十
九
人
の
若
者
た
ち
で
丸

子
実
業
高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん
か

ら
、
町
内
事
業
所
に
勤
め
て
い
る

方
ま
で
顔
ぶ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
。
い

ず
れ
も
、
議
会
で
の
質
疑
は
初
め

て
の
人
ば
か
り
で
、
独
特
の
議
会

の
雰
囲
気
に
緊
張
し
な
が
ら
、
議

席
に
つ
き
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
堀
内
町
長
は
、

「
町
政
の
現
状
を
始
め
、
計
画
な

ど
、
率
直
に
、
精
一
杯
お
答
え
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
意

見
や
要
望
は
、
こ
れ
か
ら
の
計
画

づ
く
り
や
日
ご
ろ
の
行
政
運
営
に

活
か
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。」と
話
し

ま
し
た
。

回
出
さ
れ
た
質
問
の
内
容
は
、

身
近
な
生
活
に
か
か
わ
る
こ

と
か
ら
、
町
政
全
般
に
か
か
わ
る

こ
と
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
質
問
を
し
た
荻
原
毅
慶

さ
ん
は
、
若
者
の
声
を
町
政
に
生

か
す
継
続
的
手
段
に
つ
い
て
質
問

し
、
こ
れ
に
対
し
町
長
は
「
模
擬

議
会
を
継
続
的
に
開
催
で
き
れ
ば

い
い
が
、
懇
談
会
形
式
で
も
継
続

的
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

上
丸
子
の
石
川
弘
子
さ
ん
は
、

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
と
の
友

好
提
携
に
つ
い
て
質
問
。
こ
れ
に

対
し
町
長
は
同
市
と
の
現
在
の
交

流
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

上
田
市
か
ら
丸
子
町
に
通
勤
し

て
い
る
飯
島
静
さ
ん
は
、
現
在
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
大
石
橋
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
こ
の
質

問
に
町
長
は
、「
大
石
橋
は
、
相
互

交
通
で
歩
道
完
備
し
た
も
の
に
早

期
完
成
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
」

と
答
え
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
町
民

や
在
勤
者
の
皆
さ
ん
に
理
解
と
協

日

▲模擬議員の質問に町長が答弁

今
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力
を
求
め
ま
し
た
。

　

塩
川
の
滝
澤
武
彦
さ
ん
は
、
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
質
問
。
こ
れ

に
対
し
町
長
は
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
学
童
保
育
を
小

学
校
単
位
に
拡
充
し
た
い
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

丸
子
実
業
高
校
生
徒
の
荻
原
操

さ
ん
は
、「
町
の
公
共
施
設
で
高
校

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
、

ポ
イ
ン
ト
貯
蓄
性
に
よ
り
奨
学
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
を
」

と
提
言
。
ま
た
、
同
学
校
生
徒
の

関
澤
愛
美
さ
ん
は
丸
子
実
高
の
存

続
・
発
展
の
た
め
の
支
援
に
つ
い

て
質
問
し
、
町
長
は
「
魅
力
あ
る

高
校
づ
く
り
に
地
域
と
し
て
支
援

し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

　

こ
の
青
年
模
擬
議
会
で
出
さ
れ

た
提
言
に
関
し
て
は
、
町
が
現
在

作
成
し
て
い
る
「
第
５
次
丸
子
町

振
興
計
画
」
の
後
期
計
画
に
こ
の

声
を
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

青
年
模
擬
議
会
参
加
議
員（
敬
称
略
）

藤
森　

浩
明
（
塩
川
）
／
荻
原　

毅
慶
（
東
部
町
）
／
石
川　

弘
子

（
上
丸
子
）
／
古
田　

大
樹
（
東

内
）
／
長
沢　

玲
子
（
生
田
）
／

ダ
ン
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
（
生
田
）
／

勝
見　

隆
（
上
田
市
）
／
野
村　

俊
也
（
長
門
町
）
／
前
澤　

千
香

穂
（
西
内
）
／
飯
島　

静
（
上
田

市
）
／
山
浦　

悟
史
（
小
諸
市
）

／
上
原　

一
将
（
上
田
市
）
／
滝

澤　

武
彦
（
塩
川
）
／
荻
原　

操

（
東
内
）
／
土
井　

郁
也
（
御
岳

堂
）
／
清
水　

寿
美
子
（
下
丸
子
）

／
下
村　

京
子
（
東
内
）
／
関
澤

　

愛
美
（
青
木
村
）
／
竹
内　

瑞

恵
（
上
田
市
） 

　

町
で
は
、
今
年
五
月
か
ら
二

ヵ
月
に
わ
た
り
新
世
紀
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
「
明
日
の
丸
子
町

を
語
り
合
う
集
い
」
を
開
催
し
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要

望
を
聴
い
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
中
学
生
と
の
新
世
紀
ま
ち

づ
く
り
会
議
で
は
、
次
の
時
代

を
担
う
子
供
た
ち
の
意
見

も
町
政
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
い
う
目
的
で
企
画
さ
れ
、

青
年
模
擬
議
会
と
合
わ
せ

て
、
議
会
方
式
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
各
学
校
の
体
育
館
で

行
わ
れ
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
全
校
生
徒
が
参
加
、
町

か
ら
は
、
町
長
、
助
役
、

教
育
長
な
ど
の
ほ
か
、
関

係
各
課
長
が
出
席
し
ま
し

た
。
会
議
は
、
議
会
形
式

を
と
っ
て
行
わ
れ
、
生
徒

代
表
の
議
長
が
会
議
の
進

行
を
し
、
各
ク
ラ
ス
か
ら

選
ば
れ
た
代
表
者
が
、
町

長
に
質
疑
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
出
さ
れ
た
質
疑
は
、

あ
ら
か
じ
め
各
ク
ラ
ス
で
、

町
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と

や
要
望
し
た
い
こ
と
を
話

し
合
っ
て
決
め
た
も
の
。
も
ち
ろ

ん
、
議
会
の
よ
う
に
町
長
に
質
問

を
す
る
の
も
初
め
て
な
の
で
、
み

な
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、

い
ざ
演
台
の
前
に
立
つ
と
、
堂
々

と
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

質
問
の
内
容
は
、
丸
子
町
に
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

も
の
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
か
、

「
丸
子
町
」
で
な
く
「
市
」
に
な

っ
て
ほ
し
い
な
ど
。
な
か
に
は
、

市
町
村
合
併
に
関
す
る
質
問
や
、

「
町
長
さ
ん
は
丸
子
町
を
ど
ん
な

町
に
し
た
い
の
で
す
か
」
と
い
っ

た
質
問
も
あ
り
、
町
で
は
、
こ
れ

ら
の
質
問
に
答
弁
し
ま
し
た
。

▼議席に座る１９人の模擬議員

▲答弁に真剣に耳を傾ける模擬議員

 
町
内
中
学
校
で
は

 
新
世
紀
ま
ち
づ
く
り
会
議
開
催

　
　

月　

日
と　

日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
丸
子
北
中
学
校
と

１０

１８

２５

丸
子
中
学
校
を
会
場
に
、「
中
学
生
と
の
新
世
紀
ま
ち
づ
く
り

会
議
（
模
擬
議
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲全校生徒が参加して行われました（丸中）

▲クラスの代表が町長に質疑（北中）
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健
康
な
生
活
を
さ
さ
え
る
国
民
健
康
保
険
制
度
。

　

こ
の
大
切
な
制
度
を
安
定
し
て
維
持
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
す
。

　

平
成
十
二
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
対
す
る
町
の
監
査
委
員
の
審
査
意
見
（
広
報
ま
る
こ
十

一
月
号
に
掲
載
）
に
よ
る
と  

〝
町
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
年
々
滞
納
額
が
累
積
し
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
、

年
々
医
療
費
の
増
大
と
相
ま
っ
て
同
特
別
会
計
は
ピ
ン
チ
の
状
況
に
あ
り
、
町
は
人
命
に
も

関
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
取
扱
い
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

医
療
費
及
び
滞
納
額
の
増
加
は
国
保
税
の
引
上
げ
、
更
に
同
制
度
は
崩
壊
に
至
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
の
上
、
被
保
険
者
の
方
々
に

は
、
夫
夫
種
種
な
理
由
が
お
あ
り
の
こ
と
と
お
も
い
ま
す
が
、
滞
納
を
含
め
国
保
税
の
納
入

を
お
ね
が
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

と
あ
り
ま
す
。
医
療
費
の
節
約
は
、
日
々
の
健
康
管
理
か
ら
。
決
算
の
公
表
か
ら
も
お
わ
か

り
に
な
り
ま
す
と
お
り
、
次
の
二
つ
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税
は
、
滞
納
せ
ず
に
納
期
内
に
納
め
る
。

　

国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
と
国
保
会
計
の
大
切
な
財
源
不
足
を
生
じ
、
さ
ら
に
、
滞
納
率
が

一
定
の
率
を
超
え
る
と
公
的
補
助
の
う
ち
、
最
大
の
国
庫
負
担
金
が
減
額
さ
れ
る
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

国
保
税
は
、
国
保
会
計
の
大
切
な
財
源
！
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■一人当たり医療費の推移�

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

350,000

370,000

390,000

410,000

県平均�

丸子町�

13年度�
見込�

12年度�11年度�10年度�9年度�

単
位
／
円�

367,642 388,786 398,173 381,767 400,855

300,754 314,131 329,669 318,855 334,588

■丸子町における主な死亡原因�

その他�
20％�

不慮の事故�
3％�

肺疾患�
13％�

心臓病�
15％�

がん�
21％�

脳卒中�
28％�

定期的な健康診断�
バランスのよい食事�

サークルへ参加�
友人との交流�

適度な運動�

趣味�

��������
　冬の健康は万全ですか？

　丸子町における死亡原因の主なものとして生活習

慣病が６０％以上をしめています。そのなかでも特に

脳卒中が多いことが特徴です。寒さに向かいます。

部屋の換気などをして風邪にご注意を！

　毎日の生活を見なおし、生活習慣の改善をするこ

とで病気を予防したり、進行を遅らせることができ

ます。いきいきとした毎日を過ごすために今日から

はじめませんか。

※平成１１年度までは介護保険分を含む
※平成１３年度見込は４～９月分医療費から推計

②
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
。

　

丸
子
町
は
医
療
機
関
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
県
下
同
規
模
の
町
と
比
較
し
て
高
齢
化
率

が
高
い
と
い
っ
た
事
情
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
一
人
当
り
医
療
費
の
順
位
が
高
い
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

病
気
を
重
く
し
て
か
ら
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
で
は
な
く
、
早
め
の
対
応
で
家
族
み
ん
な

が
元
気
な
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
に
十
分
注
意
！
早
期
発
見
・
早
期
治
療
！
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一人ひとりの保険税は国保をささえる貴重な財源です。
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　一度手続きをすれば、毎回自動的に国保税が引き落
とされるので納め忘れがありません。役場かお近くの
金融機関で手続きをしてください。
手続きに必要なもの  ◇通帳  ◇通帳届出印

一世帯当たりの国保税と医療費

医 療 費国　保　税

776,437円県下31位139,965円丸子町
１１年度

672,938円－140,726円県平均

740,628円県下31位142,156円丸子町
１２年度

650,056円－145,992円県平均

773,852円－148,137円丸子町１３年度
見込

〔歳出〕

その他（６％）
１億１,６４６万５千円

老人保険拠出金（３２％）
５億６,６７２万１千円

保険給付費（６２％）
１１億１,１５４万８千円

事務費、葬祭費、
出産育児一時金など

　　老人保健制度の対象
　　となる人の医療費

 　 みなさんが病気やけがをしたときの医療費 〔〔

〔歳入〕

　その他（２２％）
　３億９,７１０万７千円

国庫支出金（３７％）
６億６,０６９万８千円

国　保　税（４１％）
７億３,６９２万９千円

療養給付費交付金　
町一般会計繰入金他

　　国からの補助金　  みなさんが納める国保税 〔

※医療費の１３年度見込は４～９月分医療費から推計
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国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
こ
の
三
つ
を
公
的
年
金
と
い

い
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
全
国
民

が
加
入
す
る
基
礎
年
金
と
い
う
基

礎
的
な
年
金
給
付
を
行
な
い
ま
す
。

　

会
社
員
や
公
務
員
は
、
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
と

も
に
、
国
民
年
金
に
も
加
入
し
、

基
礎
年
金
の
給
付
と
そ
の
上
乗
せ

と
し
て
報
酬
比
例
の
年
金
等
の
給

付
を
受
け
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
自
分
で

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
人
は
、農
業
、自
営
業
、学
生
、勤

め
て
い
て
も
厚
生
年
金
等
に
加
入

で
き
な
い
人
で
、　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
人
で
す
。
又
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
人
に
は
、
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場

の
国
保
年
金
係
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
の
内
、

基
礎
年
金
部
分
（
満
額
で
八
十
万

四
千
三
百
円
）
の
支
給
開
始
は
今

年
か
ら
左
表
よ
う
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
報
酬
比
例
部
分
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昭
和　

年
４
月
１

２８

日
生
れ
の
方
（
男
性
）
ま
で
は　
６０

歳
か
ら
も
ら
え
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
・

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
全
額
差
し
引
か
れ
ま
す
。
過
去

の
未
納
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

や
、
家
族
の
た
め
に
納
め
た
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
、
又
は
確
定
申
告
の
際
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
額
は
、
物
価
に
ス
ラ
イ
ド

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
イ
ン
フ

レ
に
な
っ
て
も
年
金
額
が
目
減
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

年
１２

度
の
税
収
と
国
民
年
金
の
受
給
額

を
比
較
し
て
み
ま
す
と
町
税
は
景

気
の
低
迷
等
に
よ
り
、
対
前
年
比
、

若
干
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、国
民
年
金
の
受
給
額
は
４
・

６
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
金
額
も
一
億
七
千
万
円

ほ
ど
税
収
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

丸
子
町
で
の
、　

歳
以
上
の
方

６５

が
五
千
九
百
人
で
す
か
ら
、
大
部

分
の
方
が
国
民
年
金
か
ら
年
金
を

受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
歳
を
と
れ
ば
誰
で
も
年

金
が
も
ら
え
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
長
い
間
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
老
後
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
と
す
る
た
め
、
ま
ず
自
分
の

た
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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あ
な
た
の
国
民
年
金
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公
的
年
金
と
は

女　性男　性
昭和２１年４月２日生　
～昭和２３年４月１日生

昭和１６年４月２日生　
～昭和１８年４月１日生

６１歳

昭和２３年４月２日生　
～昭和２５年４月１日生

昭和１８年４月２日生　
～昭和２０年４月１日生

６２歳

昭和２５年４月２日生　
～昭和２７年４月１日生

昭和２０年４月２日生　
～昭和２２年４月１日生

６３歳

昭和２７年４月２日生　
～昭和２９年４月１日生

昭和２２年４月２日生　
～昭和２４年４月１日生

６４歳

保
険
料
の
納
付
は　
　

節
税
効
果
も
あ
り
ま
す

平成１３年の国民年金保険料（円）

159,600毎月納付した場合

定額 156,770１年前納した場合

158,300半年前納した場合

164,400毎月納付した場合

付加 161,480１年前納した場合

163,060半年前納した場合

国
民
年
金
の
受
給
額

と
町
税
の
納
入
額　

丸子町の１２年度の国民年金受給額と町税納入額

前年比（％）金額（千円）件数種　別

105.02,977,0615,168老 齢 給 付

102.9350,333382障 害 給 付

99.178,586103遺 族 給 付

104.63,405,9805,653合　計

99.33,235,599町税納入額
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介護保険制度

おたっしゃ便り
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腰越

下村　浦子さん

▲志行さんと奥さんの浦子さん
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　高齢者福祉では介護保険事業以外に、介護が必要な状態になること
を防ぐための教室が随時開講されています。(介護予防事業）今回は、
「男性クッキング（実践編）」の教室をご紹介します。
　この教室は、男性にも料理をつくることに慣れて「食」への関心を
高めてもらおうと実施しています。
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※この記事は保健福祉課介護係で選考し、取材させていただいています。

▼すり棒の使い方もお手のものです

▲里芋ってこんなにあくがでるの？
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障
害
者
と
と
も
に

 
 
 
  

生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

　

広
報
で
は
、
町
に
お
住
ま
い
で
障
害
を
乗
り
越
え
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
連
載
し
ま
す
。
第
一
回
め
は
上
丸
子

（
沢
田
）
に
お
住
ま
い
の
黒
沢 
政
三 
さ
ん
で
す
。
黒
沢
さ
ん
は
視
覚
に

ま
さ
ぞ
う

障
害
が
あ
る
方
で
、
一
昨
年
仕
事
を
引
退
す
る
ま
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
業

を
約
六
十
年
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
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黒
沢　

政
三
さ
ん
（
八
十
一
歳
）

◆
生
ま
れ
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

―
―
北
御
牧
村
の
八
重
原
で
す
。

◆
子
ど
も
の
頃
か
ら
目
が
ご
不
自

由
だ
っ
た
の
で
す
か
？

―
―
五
・
六
歳
頃
ま

で
は
ぼ
ん
や
り
と
見

え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

親
か
ら
は
「
道
を

歩
く
時
は
明
る
い

（
白
い
）
と
こ
ろ
を

歩
く
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
て
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

◆
学
校
は
？

―
―
（
当
時
は
）
上

田
に
盲
学
校
が
あ
り

そ
こ
に
通
い
ま
し
た
。

◆
丸
子
町
に
住
む
き

っ
か
け
は
？

―
―
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
仕
事
で
鹿
教

湯
の
温
泉
街
に
勤
め
た
の
が
元
で
、

昭
和
三
十
二
年
か
ら
丸
子
に
住
ん

で
い
ま
す
。

◆
仕
事
の
方
法
は
？

―
―
電
話
で
依
頼
が
あ
っ
た
お
宅

に
徒
歩
で
出
か
け
ま
し
た
。
道
を

覚
え
る
の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

長
瀬
あ
た
り
ま
で
は
歩
い
て
仕
事

に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当

時
は
若
か
っ
た
か
ら
な
あ
（
笑
）。

◆
奥
さ
ま
も
視
覚
に
障
害
が
あ
る

方
で
す
よ
ね
？

―
―
人
か
ら
は
「
同
じ
障
害
が
あ

る
方
同
士
で
大
変
で
す
ね
。」と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
気
に

な
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。（
奥
さ
ま

は
現
在
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ

れ
て
い
ま
す
。）

◆
町
中
で
危
な
か
っ
た
こ
と
は
？

―
―
昨
年
で
し
た
か
、
町
に
買
い

物
に
出
か
け
た
時
、
歩
道
の
な
い

道
路
で
後
ろ
か
ら
来
た
車
に
白
杖

を
引
っ
掛
け
ら
れ
、
杖
が
折
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
車
は
そ
の

ま
ま
走
り
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
最
近
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

―
―
今
年
、
縁
が
あ
っ
て
丸
子
中

学
校
の
生
徒
と
交
流
が
あ
り
、
生

徒
に
誘
導
さ
れ
て
、
学
校
の
中
を

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◆
若
い
人
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

は
？

―
―
私
は
生
き
て
い
く
上
で
一
番

大
切
な
こ
と
は
「
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
」
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

人
か
ら
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た

記
憶
は
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
頃
に
は
、
障
害
が
あ
る
こ

と
で
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
と

の
事
。
そ
こ
を
乗
り
越
え
ら
れ
、

ま
た
現
在
で
も
掃
除
、
洗
濯
な
ど

は
自
分
で
す
る
積
極
的
な
姿
勢
に

は
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

障
害
者
週
間
は
国
民
一
人
ひ
と

り
が
、
障
害
者
問
題
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
い
っ
そ
う
高
め
る
と

と
も
に
、
障
害
者
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
積
極
的
に
参
加
し
、
活
動
で

き
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
趣

旨
で
平
成
七
年
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は「
丸
子
町
障
害
者
計
画
」

を
策
定
し
て
「
誰
も
が
安
心
し
て

参
加
で
き
る
平
等
な
社
会
づ
く

り
」・「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
病
気
や
事
故
で
い

つ
障
害
を
も
つ
こ
と
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

一
人
ひ
と
り
が「
障
害
者
問
題
」

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
障

害
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
身
近

に
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
小
さ
な
積

み
重
ね
が
、
誰
も
が
住
み
や
す
い

社
会
に
近
づ
く
第
一
歩
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

�������
�����
��������	
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～丸子中学校陸上部女子～
　11月3日に松本で行われた、第12回県中学校駅伝
競争大会で、大会最高記録で2連覇に輝いた、丸子
中学校陸上部の女子6名が5日、丸子町役場を訪れ、
町長に大会の優勝報告をしました。昨年度に続いて
2連覇のかかって大会ということで、選手たちにも
プレッシャーがあったそうですが、それを見事には
ねのけ、今回の輝かしい結果を収めました。
　一日に約10kmは走って練習しているという彼女
たち。12月24日に山口県で行われる全国大会に向
けて、闘志を燃やしていました。

ププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててプレッシャーをはねのけて222222222222222222222222222222222222222222222222222 連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇覇連覇

2222222222222222222222222222222222222222222222222200000000000000000000000000000000000000000000000000 .................................................. 55555555555555555555555555555555555555555555555555kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防20.5kmの攻防
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第4444444444444444444444444444444444444444444444444422222222222222222222222222222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会第42回丸子町駅伝大会
優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校優勝は丸子実業高等学校
　11月11日、毎年恒例の丸子町駅伝大会が行われ、紅葉
が美しくなった町内を22チームが駆け抜けました。
　大会の結果は以下の通りです。

（20.5㎞）総合成績
秒分時間チーム名順　位

5971丸子実業高校優勝チーム

1581長　　　瀬第 2 位

5081上　丸　子第 3 位

57121三才山病院駅伝部Ａ第 4 位

29131東　　　内第 5 位

1141上丸子Ａ第 6 位

区間成績
秒分チーム名氏　名区　間

811長　　　瀬八反田浩也1区（3.5㎞）

3213丸子実業高校西 田　 剛2区（4.2㎞）

507丸子実業高校宮 下 亮 太3区（2.3㎞）

3014丸子実業高校杉 本 浩 二4区（4.0㎞）

284丸子実高野球部林　 雅 也5区（1.6㎞）

515上　 丸　 子工 藤 有 通6区（4.9㎞）

～北小っ子チャレンジ～
　10月20日、丸子北小学校で学校開放の一環とし
て、「北小っ子チャレンジ」が行われました。これは、
保護者や地域の人が講師となって、子供と地域社会
の絆を深めて、育てていくことを目的として行われ、
今年で2回目になります。
　この日は、コカリナづくりや、電気工作、陶芸教
室やパソコン教室など24の講座が開かれ、児童たち
は学年を越えて好きな講座に参加していました。
　参加した児童とその保護者のみなさんは、それぞ
れ趣向を凝らした講座を楽しんでいました。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう地域の先生に教わろう
▲左から小松さん、下村さん、小澤さん、上野さん、依
田さん、竹花さん
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町
制
施
行
記
念
日
に
あ
た
る
、
十
月
三
十
日
、
役
場
の
講
堂
で
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
九
名
の
方

を
町
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
、
町
に
対
し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
団
体
に
は
感
謝
状
、
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

＊
町
功
労
者
表
彰

自
治
功
労

　
　

金
井　
　

均
（
上
丸
子
）

教
育
功
労

　
　

中
山　

睦
子
（
中
丸
子
）

　
　

両
角　

一
幸
（
中
丸
子
）

消
防
功
労

　
　

並
木　

幸
子
（
生
田
）

体
育
功
労

　
　

笹
沢　
　

曉
（
上
丸
子
）

　
　

鹿
田　

泰
世
（
上
丸
子
）

善
行
表
彰

　
　

小
林
郷
司（
東
京
都
練
馬
区
）

　
　

滝
沢　
　

濃
（
塩
川
）

特
別
功
労

　
　

春
原　

利
幸
（
生
田
）

＊
感
謝
状
贈
呈

　
　

東
京
特
殊
電
線
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
新
宿
区
）

＊
記
念
品
贈
呈

長
野
県
知
事
表
彰
受
賞
者

　
　

齋
藤　

正
美
（
西
内
）

　１１月６日、丸子町役場に環境ISO１４００１の運用の一環で
ハイブリッド・カーが導入されました。ハイブリッド・カーと
は、ガソリンエンジンをモーターで補助することで、二酸化
炭素などの排出ガスを抑える機能をもつ車。導入された車
は、薄いスミレ色の５人乗り「プリウス」。発進時にはガソリ
ンを使わず電気モーターで走り、また、減速時には、そのエ
ネルギーを利用して発電してモーターの動力を蓄えるシス
テムで走ります。町では、来年度以降もこういった環境に
配慮した低公害車の導入を検討していく予定です。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに地球環境を守るために
～町がハイブリッド・カーを導入～

～とんぼハウスで新しい事業を開始～
　とんぼハウスでは、９月から始めた新しい仕事で大忙し
です。新しく始まった仕事は、プリンターなどを梱包するの
に使っていたシートを大きさごとに区分して、再び使えるよ
うに整理するというもの。今まではただごみになっていた
物を再利用することで、環境に配慮するとともに、この仕事
を通して障害者の方たちが自立する手助けになればと、永
井プラスチック工業（株）さんからこの仕事の発注がありま
した。とんぼハウスの人たちは、「やってみると楽しい、と
てもやりがいがあります」と、誇らしげに話していました。

働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす働きがいがあります
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役場  …………………………… � 42-3100

　 …………………………… FAX 43-3666

教育委員会　学校教育課  …… � 42-1044

　　　　　　社会教育課  …… � 42-3147

　 …………………………… FAX 42-3148

丸子町文化会館  ……………… � 42-0001

総合体育館  …………………… � 43-2250

　 …………………………… FAX 43-0616

金子図書館  …………………… � 42-2414

　 …………………………… FAX 42-2414

クリーンセンター  …………… � 43-2131

衛生センター  ………………… � 42-6789

給食センター  ………………… � 42-2892

解放センター  ………………… � 42-6694

町民センター  ………………… � 42-5122

郷土博物館  …………………… � 42-2158

��������

 3日　町民芸能祭
 6日　元気はつらつゲートボール大会
10日　消費生活展
11日　丸子町駅伝大会
14日　カネボウ跡地公園引渡し
18日　セレスピアノ・リレーコンサート
22日　用途地域指定　公聴会
27日　子供の明日を考える集い

��� ��� 

 1日　人権と同和教育の集い
  　　世界エイズデー
 4日　人権週間
 9日　障害者の日
10日　世界人権デー
23日　天皇誕生日

12月は
地球温暖化防止月間
大気汚染防止推進月間
骨髄バンク推進月間
歳末たすけあい運動

　　 町職員の人事異動

　１１月１日付で丸子町役場職員の人事異動がありました。
職員　【農林課】渡辺一美　【保健福祉課】今井博子

　カネボウ跡地の公園、町へ引渡し

　１１月１４日、カネボウ跡地北側の公園が完成し、カネボウ不動産
（株）作花副社長から堀内町長に公園の引渡し書類と施設のかぎが
手渡されました。公園は芝の保護などのため、利用開始は４月中旬
の予定です。

　あたたかい心

　有限会社　佐藤新聞店　様　
学校教育の振興のため、長野県の地図（１，６００部）
　丸子町にご寄付いただきました。

　育英会制度をご存知ですか？

　丸子町育英会奨学金は、丸子町に居住している方で、経済的理由
によって高校・大学・専門学校などへ進学が困難な方に対して上級
学校進学の機会を与え、社会に貢献する人材を育成することを目的
に昭和３９年から運営されています。今までに２９５人の皆さんがこの
制度を利用して上級学校に進学しています。その資金は篤志者の寄
付や町からの助成金、貸付金の返還分によりまかなわれております
が、大学などへの進学率の上昇や社会情勢の変化により貸付額が
年々増加し、今後の制度の維持が困難な状況です。
　現在丸子町育英会では、この制度を利用された卒業者に対し、一
括繰上げ返還などの原資確保の協力を依頼していますが、今後とも
この制度を知っていただき、育英会原資の寄付を募っています。こ
の制度にご理解とご協力をいただきますようお願いします。

　リレー討論会「地域のごみ問題を考える」

　ごみ処理の現状と今後のごみ処理計画の内容をお知らせし、ごみ
の資源化・減量化を推進するための講演会並びに討論会を開催します。
日　　時■１２月１５日（土）　午後１時３０分～午後４時
場　　所■上田市中央公民館３階大会議室
内　　容■ごみ処理広域化計画等の説明と講演を交えた討論会
　　　　　（講師　松田美夜子氏）
参加方法■参加希望者は当日直接会場にお越しください。
　　　　　（会場の席数に限りがありますのでご了承ください。）
【問】上田地域広域連合　ごみ処理広域化推進室　�２３-２１３０
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町政の動きを町政の動きを　　　　　
　　お知らせします。お知らせします。
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水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
を
基
本
に
企
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
て
、
経

理
は
水
を
送
る
費
用
（
収
益
的
収
支
）
と
、
施
設
整
備
等
の
費
用
（
資
本
的

収
支
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
収
益
的
収
支
は
、
約
三
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
は
約
二
億
五
千
二
百
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
赤
字

は
留
保
資
金
や
利
益
余
剰
金
な
ど
の
お
金
で
埋
め
、
最
終
的
に
は
約
一
億
二

千
九
百
万
円
が
十
三
年
度
へ
の
繰
越
利
益
余
剰
金
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
理
は
年
々
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
経
費
の
削
減
を
は
じ
め

と
す
る
企
業
努
力
を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
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⑤
丸
子
町
上
水
道
の
経
理　

【問】　保健センター　�４２-１１１７　有線２-４４８３

子育てランドと育児相談
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保
健

ガ
イ
ド
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乳幼児健康診査

いただいた水道料金は、このように使われました�
（水を届けるための収入と支出）�

減価償却費等�
1億4,931万円�

水を造って�
送る費用�

1億3,850万円�

人件費等�
1億310万円�

借入金の利息 9,762万円�

受託工事費�
4,352万円�

黒字分 3,104万円� 他会計補助金 1,102万円�
その他 1368万円�

受託工事収益�
5,283万円�

水道料金�
4億8,556�
万円�

支　出�
5億3,205�
万円�

収　入�
5億6,309�
万円�
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7カ月児健康相談

献 血 の 予 定
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� � �

配水管や下水に�
伴う改良工事等�
4億7,079万円�

借入金の返済�
8,732万円�

積立金等で�
補てんした額�
2億5,215万円�

一般会計出資金�
1,584万円�

一般会計負担金�
2,855万円�

国庫補助金�
3,100万円�

工事負担金�
8,797万円�

国等からの借入金�
1億4,260万円�

支　出�
5億5,811�
万円�

収 入�
3億596�
万円�

安定給水を図るため、施設づくりをしました�
（施設をつくるための収入と支出）�
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平成１３年度の一般会計予算は、当初予算に補正予算
と前年度からの繰越分を加えて９６億９，９３２万円とな
っています。上半期の歳出の執行率は、契約ベース
で４５．３％、支払額では３４．６％、歳入は５３．８％と前年
度より若干上回っていますが、これはほぼ平年並み
の執行率となっています。また、下水道事業では、
契約ベースで６６．４％の予算執行率となっています。
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 町債（長期借入金）現在高              （平成１３年９月３０日現在）
　一　般　会　計　　　　　　  ７４億５,４１８万円
　特別・企業会計　　　　　１４５億１,０９７万円
　合　　　　　計　　　　　２１９億６,５１５万円

 一 時 借 入 金                           （平成１３年９月３０日現在）

　０円

 町 有 財 産                                （平成１３年９月３０日現在）
　　　　　　　　基金（積立金）                     ４９億８,７８７万円
　　　　　　　　土　地                   １,６１６,６０７平方メートル
　　　　　　　　山　林                  １１,３７５,８２２平方メートル
　　　　　　　　建　物                     １０９,４１９平方メートル

注　土地、山林、建物については、集計が間に合わないため、平成１２年度の数値であること。

平成13年度  上半期　予算の執行状況
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男
と
女
が
よ
り
よ
く

い
っ
し
ょ
に
生
き
る
に
は
…
？
�

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜

※このコーナーへの
ご意見ご感想をお
待ちしています。

【宛て先】
〒386-0404
丸子町上丸子1488
丸子町教育委員会
　TEL42-3147
　FAX42-3148

　

６
月
８
日
か
ら
始
ま
っ
た
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
、

今
ま
で
に
な
い
新
し
い
企
画
、
立

案
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
男
性

の
出
席
者
が
少
な
く
残
念
で
し
た

が
、
若
い
男
性
は
、
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
に
向
か
っ
て
着
実
に
動
き

つ
つ
あ
る
と
期
待
し
ま
す
。

　

最
終
回
は
、
馬
場
よ
し
子
先
生

の
講
演
で
、
涙
と
笑
い
の
中
舅
姑

と
の
生
涯
を
目
の
当
た
り
に
し
、

こ
れ
か
ら
は
女
も
男
も
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
女
性
の
参
画
が
不

可
欠
、
一
人
ひ
と
り
が
政
策
決
定
、

意
思
決
定
の
場
に
関
わ
っ
て
い
く

方
法
を
考
え
共
に
行
動
に
結
び
付

け
ま
し
ょ
う
と
声
を
大
に
し
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新

し
い
企
画
・
立
案
だ
け
に
戸
惑
い
、

不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
働
く
女

性
の
関
係
法
律
、
参
加
型
ジ
ェ
ン

ダ
ー
学
習
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り

等
々
、
誰
も
が
覚
え
て
お
き
た
い

実
の
あ
る
学
習
で
し
た
。
中
で
も

「
男
女
で
ト
ラ
イ
！
健
康
料
理
」

は
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
地

域
で
も
実
習
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
主
体
的

に
参
画
し
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く

り
に
向
け
て
、
セ

ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ

こ
と
を
地
域
、
団

体
で
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
長
野
県
主
催
の
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
・
ト
ッ
プ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
岡
谷
市
の
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
大
大
学
院
の
上
野
千
鶴
子
教

授
の
基
調
講
演
「
女
性
施
策
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
で
は
、�
社
会
教

育
の
啓
蒙
活
動
期
か
ら
男
性
も
一

緒
に
�
を
経
て
今
、
す
べ
て
の
施

策
に
ち
ょ
っ
と
待
て
と
異
を
と
な

え
る
法
的
根
拠
を
も
っ
た
。
性
別

に
よ
る
偏
り
の
な
い
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
い
う
文
言
は
意
識
改

革
だ
け
で
な
く
、
制
度
、
慣
行
の

変
更
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
自
治
体
で
は
条
例
化
し
、
担

当
は
総
務
部
局
に
置
く
べ
き
だ
。

そ
し
て
こ
ん
な
時
代
の
自
治
体
は

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
し
て
、
職
員
は
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
的
力
量
を
つ
け
る
べ
き
、

と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
を
受
け
て
田
中
知
事

と
の
対
談
で
は
、
上
野
先
生
は
シ

ス
テ
ム
を
変
え
な
い
と
女
性
の
頑

張
り
や
男
性
の
意
識
改
革
だ
け
で

は
変
え
ら
れ
な
い
と
話
さ
れ
、
知

事
は
条
例
制
定
・
採
用
年
齢
条
件
・

審
議
会
の
男
女
比
な
ど
の
検
討
に

取
り
組
む
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が

制
定
さ
れ
て
丸
二
年
。
今
回
の
催

し
は
男
女
が
と
も
に
輝
く
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
の
社
会
づ
く
り
へ
の

大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
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５
月
よ
り
６
回
に
渡
っ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
平
成　

年
度
エ
ン

１３

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
好
評
の
中　

月
を
以
っ
て
修
了
し
ま
し

１０

た
。
最
終
回
の
６
回
目
に
は
、
修
了
者　

名
の
方
に
修
了
証
が
手
渡

４０

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
習
し
た
内
容
を
、
今
後
地
域
、

団
体
等
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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下
丸
子　

三
井
志
げ
子
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
・

ト
ッ
プ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

小

山

田

秀

士

▲
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『遠くより近くを『遠くより近くを』』
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く
の
人
は
気
づ
い
て
お
ら
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
昔
、

役
場
や
銀
行
や
郵
便
局
の
窓
口
で

「
あ
の
ぉ
、わ
し
、目
が
悪
い
ん
で

…
…
」
と
つ
ぶ
や
い
て
戸
惑
っ
て

い
る
人
の
姿
が
、
よ
く
見
ら
れ
た
。

実
は
、
そ
の
多
く
は
、
目
が
悪
い

の
で
は
な
く
、
文
字
を
読
め
な
い
、

書
け
な
い
人
で
、
自
分
の
口
か
ら

「
文
字
を
書
け
な
い
」と
言
う
の
は

恥
か
し
い
か
ら
、そ
う
言
っ
て「
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
救
い
を

求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

最
近
は
、
そ
う
し
た
窓
口
に
老

眼
鏡
を
置
い
て
、「
目
が
悪
い
ん
で

…
…
」
と
言
う
と
「
そ
こ
に 
眼
鏡 
め
が
ね

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
」
と
、

す
す
め
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
年
を
と
っ
て
視
力
が

衰
え
た
人
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん

助
か
る
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。
老
眼
鏡
を
家
に
忘
れ
て
き

た
人
も
い
る
の
だ
か
ら
…
…
。

　

し
か
し
、
こ
の
老
眼
鏡
の
窓
口

サ
ー
ビ
ス
に
「
困
っ
た
。
言
い
の

が
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
、

ま
た
苦
悩
し
て
い
る
人
た
ち
も
い

る
。
目
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
文

字
を
知
ら
な
い
か
ら「
目
が
悪
い
」

と
ご
ま
か
し
て
き
た
の
に
、
こ
の

言
い
の
が
れ
が 
効 
か
な
く
な
っ
て

き

し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
度
は
、
け
が
も
し
て

い
な
い
の
に
右
手
に
白
い
包
帯
を

ま
き
つ
け
て
窓
口
に
現
れ
る
人
も
、

他
府
県
で
は
相
つ
い
で
い
る
。
こ

の
人
た
ち
は
言
う
。「
右
手
を
怪
我

し
と
る
ん
で
字
ィ
書
け
ま
せ
ん
。

そ
っ
ち
で
な
ん
と
か
し
て
く
れ
ま

せ
ん
か
ね
え
」
と
。
文
字
の
読
み

書
き
も
で
き
ぬ
ま
ま
に
永
い
年
月

を
生
き
ぬ
い
て
き
た
人
た
ち
の
苦

し
い
、
苦
し
い
叫
び
で
あ
る
。
そ

の
叫
び
を
聞
こ
う
と
せ
ず
、
老
眼

鏡
を
置
い
て
「
ハ
イ
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
に
気
を
使
っ
て
お
り
ま
す
」

涼
し
い
顔
を
し
て
い
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

文
字
を
読
め
な
い
、
書
け
な
い

人
は
、
か
つ
て
は
明
治
生
ま
れ
の

人
に
多
か
っ
た
。
大
正
、
昭
和
世

代
に
人
た
ち
の
中
に
も
、
家
庭
の

事
情
や
極
貧
の
た
め
に
義
務
教
育

も
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
は

多
い
。
と
く
に
被
差
別
部
落
の
人

た
ち
の
中
に
目
立
つ
。
こ
の
た
め

に
解
放
運
動
の
一
環
と
し
て
識
字

運
動
が
全
国
的
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

大
手
の
あ
る
銀
行
で
は
、
こ
れ

ら
の
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
サ
ー

ビ
ス
係
員
を
配
置
し
て
、
窓
口
の

横
で
、「
こ
ち
ら
で
書
類
を
お
つ
く

り
し
ま
す
よ
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
と
こ
ろ
も
ふ
え
は
じ
め
て
い
る
。

こ
れ
が
本
当
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

直
接
、
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ

な
い
人
た
ち
の
苦
悩
。
文
字
を
読

め
な
い
、
書
け
な
い
辛
さ
。
そ
の

〝
声
な
き
叫
び
〞
に
耳
を
傾
け
ね

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

文
・
田
村
正
男

�
�
�
�
�

多

　

同
和
問
題
に
関
す
る
差
別
に
つ

い
て
、
最
近
は
話
も
聞
か
ず
、
も

う
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
十
月
に
長
瀬
地
区

公
民
館
連
絡
協
議
会
の
同
和
問
題

学
習
会
に
参
加
し
て
、
い
ま
だ
に

根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
、、ま
た
、

こ
の
よ
う
な
問
題
が
現
実
と
し
て

あ
る
の
か
と
驚
き
、

勉
強
不
足
を
反
省
し

ま
し
た
。

　

講
師
の
差
別
体
験

の
話
を
聞
く
と
、
家

族
み
ん
な
で
悩
み
苦

し
ん
だ
と
の
こ
と
で

し
た
。
子
供
さ
ん
た

ち
も
悩
ん
だ
末
、
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
に

同
和
問
題
に
取
り
組

ん
で
ゆ
く
と
の
お
話

で
し
た
。

　

な
く
す
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
自

分
が
同
じ
立
場
で
あ

っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
同
じ
人
間
、

皆
平
等
で
す
。
ま
た
、
差
別
す
る

よ
う
な
そ
ん
な
時
代
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
互

い
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、

思
い
や
り
を
も
っ
て
、
差
別
の
な

い
社
会
を
つ
く
っ
て
行
く
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

 　
　
　
　
　
　

長
瀬
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会　

副
会
長

三

浦

俊

雄　
▲学習会には、大勢の人が参加しました
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「子供たちがだいすきです。」

レイチェル・ミラーさん（２３歳）
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コ
ロ
ラ
ド
州
初
の
総
合
計
画
都

市
と
い
わ
れ
る
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー

ル
ド
市
は
、
広
大
な
土
地
に
整
備

さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
と
住
み

や
す
い
環
境
に
よ
り
、
積
極
的
に

企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
関

係
の
ハ
イ
テ
ク
製
造
業
が
多
く
、

サ
ン
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発

製
造　

約
三
〇
〇
〇
人
）
や
ス
ト

レ
ー
ジ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
記
憶
装

置
の
製
造　

約
三
五
〇
〇
人
）、

ボ
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
・
ア

ル
ミ
缶
製
造　

約
三
〇
〇
〇

人
）
と
い
っ
た
世
界
で
も
有

数
の
大
企
業
の
本
社
が
あ
り

ま
す
。
本
社
が
移
動
し
て
く

る
と
千
人
単
位
で
人
口
が
増

え
る
そ
う
で
す
。
現
在
三
・

五
％
の
割
合
で
人
口
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、

次
々
と
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
が
で
き
平
日
も
か
な

り
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ラ
ド
州
の
消
費
税
は
三
・

七
五
％
で
、
日
本
と
違
っ
て
そ
の

消
費
税
が
直
接
市
に
入
る
た
め
、

市
で
の
売
上
が
市
の
運
営
に
大
き

く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
年
間
予
算

は
丸
子
町
の
二
倍
以
上
（
二
〇
三

億
円
）
で
、
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル

ド
市
の
一
家
庭
当
た
り
の
所
得
も

ア
メ
リ
カ
の
平
均
よ
り
高
い
そ
う

で
す
。

（
来
月
号
に
続
く
）

▲中学生と一緒にストレージテクノロジー社の説
明を受けました

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市

行
政
職
員
視
察
報
告

②
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
の
産
業　
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～～～《
一
位
》　
　

人
情
に
ふ
れ
て
根
を
張
る
帰
化
の
花　

塩
川　
　

山
岸　

光
子

《
二
位
》　　

コ
ン
ビ
ニ
で
進
化
し
て
ゆ
く
新
世
代　

上
田
市　

横
関　

功
一

　
　
　
　
　
 
さ
ぼ
る
事
少
し
覚
え
た
五
十
肩　
　
　

長
瀬　
　

小
林　

国
男

��������

�東内・西内コース
　１２/４�　１２/１８�　１/８�

�腰越・依田コース
　１２/６�　１２/２０�　１/１０�

�中丸子・下丸子・長瀬コース
　１２/１１�　１２/２５�　１/１８�

�塩川・藤原田コース
　１２/１３�　１２/２７�　１/１７�

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院
　１２/１２�　１２/２６�　１/１６�

�����

長野の花火は日本一

武藤輝彦　著
小野里公成　写真

発行　信濃毎日新聞社

金子図書館�
　休館/月曜・祝日・月末日�

〈新刊本の紹介〉

本館

世界文化社檀　　ふみ檀流きものみち   

清 流 出 版白鳥早奈美毒かクスリか？気になる食べあわせ

岩 波 書 店最上　敏樹 人道的介入

集 英 社中山　康樹超ジャズ入門

ＰＨＰ研究所竹中　平蔵立ち上がれ！日本

マガジンハウス林　真理子美女入門  Part３

アカデミ－出版シドニィ・シェルダン空が落ちる  上・下

集 英 社曽野　綾子狂王ヘロデ

あおぞら号

徳 間 書 店竹村　健一わが友石原慎太郎

幻 冬 舎北川　歩美真実の絆

文 芸 春 秋佐藤　雅美劇盗二代目日本左衞門

マガジンハウス角田　光代あしたはうんと遠くへいこう

ＴＢＳ東京放送えなりかずきえなりですどうも！

幻 冬 舎さだまさし精霊流し

小 学 館柳　　美里 生（いきる）

実業之日本社実業之日本社ゼロから始める人の俳句の学校

第
三
十
八
回 

�
�
�
�
�
��
川
柳
の
部　

臣
月
南
月 
選

～～～

■年末年始休み
役　場　　　　１２月２９日～１月３日
保育園・幼稚園     １２月２９日～１月３日
　　　　（１月４～５日は希望保育）
依田窪斎場   １２月３１日午後～１月３日
クアハウス　　　　１２月１６日～２８日
　　　（１２月２９日～１月２１日は営業）
文化会館　　　１２月２９日～１月３日
総合体育館　　１２月２９日～１月３日
金子図書館　　１２月２８日～１月４日
クリーンセンター    １２月２９日～１月３日
衛生センター

　１２月２９日午後～１月３日
郷土博物館　　１２月２９日～１月３日
信州国際音楽村
１２月２９日～１月３日（通常開館は8日～）
町民センター　１２月２９日～１月３日
ふれあいステーション

　１２月２８日午後～１月３日
丸子町物産館　１２月２９日～１月３日
丸子町情報館　１２月２９日～１月３日
町内循環バス運休
                       １２月２９日～１月３日

�年末は役場受付が混雑します。で
きるだけ早めにご用を済ませてく
ださい。なお、休み中の出生届、
死亡届、埋葬・火葬の許可は、当
直員が受け付けします。

■し尿くみ取り
今年中にくみ取りを希望される方
は、１２月１８日までにお申し込みく
ださい。１２月１８日をすぎると１月
のくみ取りとなります。

■年末年始のごみの収集（ごみカレ
ンダーをご覧ください）
　収集日以外は収集しません。特に
年末と正月三が日にステーション
にごみを出すと、周辺の皆さんに
迷惑をかけます。絶対に出さない
よう、皆さんのご協力をお願いし
ます。

お正月の準備はお早めに　　　　　　　役場と公共施設
－年末年始の業務日程－

 宗次郎 
クラシカル・アンサンブル
～オカリナ・エチュード～

日　時■2002年　1月23日（水）
　　　　開場18：00
　　　　開演18：30
場　所■丸子町文化会館
　　　　セレスホール
入場料■S席4,000円
　　　　 A席3,500円

　　　（全席指定・税込）

 和泉元彌 
 和泉流狂言ライブ 
期　間■2002年　2月24日（日）
　　　　開場14：00　開演14：30
場　所■丸子町文化会館セレスホール
入場料■全席3,500円
　　　（全席指定・税込）
��������	�����������

�����������	
�����

�����������	
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丸
子
町
の
国
際
友
好
都
市
ブ
ル

ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
に
新
市
長
が

誕
生
し
た
。
本
年
五
月
友
好
都
市

提
携
の
締
結
の
来
訪
さ
れ
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
バ
レ
ン
ズ
市
長
の
任
期

満
了
に
よ
る
勇
退
に
と
も
な
い
、

こ
の　

月
に
行
わ
れ
た
選
挙
に
お

１１

い
て
女
性
の
カ
レ
ン
・
ス
チ
ュ
ア

ー
ト
さ
ん
が
見
事
当
選
を
果
た
さ

れ
た
。
カ
レ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
二
度
丸
子
町

を
訪
れ
て
お
り
、
両
市
町
の
友
好

提
携
に
率
先
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
の
一
人
で
、
丸
子
町
に
と
っ
て

は
最
大
の
理
解
者
。
二
度
の
来
庁

の
際
同
行
さ
れ
た
同
僚
議
員
の
コ

リ
ー
ン
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
さ
ん

た
ち
が
カ
レ
ン
さ
ん
に
つ
い
て

「
彼
女
は
環
境
対
策
に
熱
心
で
、

そ
の
功
績
に
よ
り
市
民
か
ら
〝
ご

み
の
女
王
〞
と
呼
ば
れ
て
い
る
。」

と
紹
介
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
印
象

深
く
思
い
起
こ
し
た
。
行
政
区
域

再
編
に
よ
り
、
周
辺
地
域
を
編
入

し
、
面
積
、
人
口
規
模
が
拡
大
し

中
核
都
市
と
し
て
重
要
性
が
増
し

た
発
展
著
し
い
新
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ

ー
ル
ド
市
の
将
来
を
カ
レ
ン
・
ス

チ
ュ
ア
ー
ト
新
市
長
が
担
う
。
こ

れ
か
ら
の
同
市
町
の
友
好
交
流
事

業
が
具
体
的
に
前
進
す
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
近
い
時
期
に
ま
た

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

　　　　　　　　納税は便利な口座振替を

★国民年金　12月28日
★保険税　７期（１月４日）

★年金相談　
　12月20日�10：00～12：00 13：00～15：00
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談
　12月8日�　18日�　28日�　9：00～12：00
　丸子ふれあいステーション3階
★巡回ハローワーク
　12月21日�
★交通事故でお困りの方
　交通事故相談室　上田支部
　�23－1260　内線2417
★悪徳商法に対する苦情相談
　上田消費生活センター　�27－8517
★子どもの相談窓口
　丸子町教育委員会　�42－3147
★女性のための法律相談　
　�026－232－2104
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン
　�026－232－2020
★ふれあい相談室
　�026－233－9110
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110
　�026－234－8110
★ヤングテレホン
　�026－232－4970

町
長
の
生
活
所
感

�
�
�
�
�

�

12月の納税

12月の相談

▲丸子中学校を訪問した際のカレン・スチュアー
ト新市長（中央）

成人式該当者（地区）
今井美紀子（平　井）
高橋　光 （御岳堂）
竹内香寿美（上丸子）
涌井　聡 （下丸子）
瀬田　陽介（上丸子）
市川　美季（生　田）
矢島　淳史（長　瀬）
北沢　春樹（塩　川）
杉原　隆志（御岳堂）

宮坂　友章（腰　越）
宮入　真史（生　田）
北澤千恵美（塩　川）
丸山　裕絵（上丸子）
嶋田多華子（東　内）
木口　啓　（上丸子）
太田　伸幸（下丸子）
両角　正義（中丸子）
田中真由美（御岳堂）

��������	
�　追加分
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１０月
届出分
（敬称略）
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